月惑星研究会関西支部通信　Ｎｏ．４８　　　　　　　2006年6月11日

　今回は京都大学から中串さんに御登場いただき、火星についての特別講演をお願いしました。早くから、会員のみなさんに周知できず、申し訳なかったのですが、支部開設以来はじめての講演を行うことができました。

　今回の支部通信は開催から発行が、大幅に遅れました。お詫び申し上げます。

1 出席者　（順不同）・・10名

　　　奥田・畑中・林・伊賀・柚木・永長・瀧本（香川）・安達・中田・中串
2　近況報告

奥田　　観測はできていない。観測所の製作はとまったままになっている。暖かくなるのを待っている。

畑中　　新しいカメラを買ったがまだ撮影していない。天気もよくなく、これから天候の回復を待って撮影したい。最近老眼が進んだことを感じるようになった。

林　　惑星は見れていない。そのかわり柚木さんと一緒に日食をエジプトで見てきた。今回は肉眼で見た。写真は撮れなかった。午前中の伊賀さんのお宅での野勉強会は楽しかった。惑星の観測はこれからがんばりたい。仕事から帰ってドームに行くのがつらくなっている。

伊賀　支部のＨＰの画面を変えた。今まで天文ガイドの惑星サロンに髄分執筆しているが、今までの原稿をＨＰに入れたかったからだ。これからは、天文ガイドの惑星観測ので書いた記事の内容を入れようと思っている。天文ガイドの編集部に了解は得ている。ただし最新号は見れない。これから雑誌に入れたものは順次見えるようにしたいと思っている。記事は号数だけでなく、内容で検索できるように作業中。また、今までの木星会議や、たくさんある展開図。ドリフトチャートなどや火星関連も製作している。
　　（がんばってほしいです。でも、例会の後伊賀さんのＰＣのＨＤが壊れて大変な事態になりました。今は作業を継続されています。）

柚木　惑星から浮気して日食を見に行ってきた。（撮れた写真を配布してくださいました。ああ、うらやましい‥。ｂｙ：Ａ）皆既直前に、近くからヘルプをかけられ、あわててしまい、フィルターをはずし忘れたり、トラブルも一杯。撮影は見事失敗。そのほか１分ごとにいろんなものにトライした。（なんと自作の簡易百世箱を持って行ったとか！）気温を測定した結果、皆既中は５度くらい下がった。照度は皆既中は０ルクスになった。
　　　惑星撮影は条件がよくなく、成果が上がらない。天候の回復を待ってがんばります。

永長　地学の高校の先生たちと一緒にエジプトにいってきた。地学をやっている人はみんなは下（地面）を一生懸命見ていたが、自分は上ばかり見ていた。日食当日の空の状態は快晴で見ることができた。帰ってきたら仕事が忙しく大変だった。気になっていた日本の天候は状態が悪かったようで、ほっとしている。（日本が最高の気流で、よい画像がバンバン撮れていたら・・でも、日本はあきまへんでした。）日食の疲労が取れ始めてきた。今は、ルメネラのカメラをどうしようかと考えている。よい気流をキャッチできるにはどうすればいいかも考えている。木星会議には参加したい。
瀧本　１２月に久米さんの冊子を持ってきた。「江戸のモノづくり」を見て、いろんなことを学んだ。高松も黄砂で空が真黄色になっている。拡大率を下げても写らず困っている。火星はもうアウト。でも、捨てきれない。
安達　ようやく木星の観測を始めた。火星と比べると、あまりに描くところが多く、戸惑っている。火星は林天文台へ出張して観測を続けている。

中田　３ヶ月前からは木星と土星を少し撮った。今は、仕事が大変急がしいが、３０ｃｍを設置するところを探している（土地）。まずは架台を探すのが課題だ。
中串　院生から火星のことをずっとやってきた。赤羽先生の最後の弟子です。みなさんのデーターを使って論文も出させていただきました。ありがとうございます。東北大学の方々がＴＯＰＳという名称でがんばっている。惑星専用望遠鏡を打ち上げる計画を練っている。今は金星観測などの検討をしている。
　　　現在３０歳で、最近大阪府守口市に引越しした。（奥さんは妊娠中とか。）京都大学の研修員になっている。非常勤講師の仕事をしている。

火星は、これから氷晶雲が見えてくる時期にあたり、５月ごろに注目される。Ｌｓ４５度くらいまでが観測できる範囲だろう。
3　特別講演　「より良い連携観測のために」
◎　半値幅について

　　　　　広帯域フィルター　・・・・　傾向を見るためのもの。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　探査機によく使われている。
　　　　　狭帯域フィルター　・・・・　分光観測の一つ。
◎　ダストが緑色で見やすいわけ

　　　　　ダストの光の吸収は７００ｎｍで最大になる。

　　　　　太陽からの光の入力の最大は・・・・・６００ｎｍ付近

　　　　　１００ｎｍの差で邪魔な地面が明るすぎず、目立つことが原因。
◎　狭帯域での観測
　　　　　４５０ｎｍ以下のナローバンドで撮ってほしい。それ以上だと地表の反射関数がきいてきて模様が出るようになる。
いろんなナローバンドで撮影するキャンペーン観測をするとおもしろい。
◎　液晶チューナブルフィルター

　　　　　アメリカのＣＲＩ社から販売している。
　　　　　１ｎｍ単位で瞬時に測れる優れものだが1台４００万円かかる。
◎　長さや大きさの測定は

　　　　　どこが端なのかをはっきりしないと測定できない。測定結果には縁とはなになのかを定義（何を縁にしたのかを定義しておくことが大切）するしかない。しかし、実際には、端はどこまでを言うかについての明らかな定義はない。

　　　　端はアンシャープマスクをつかって出すこともできるが、平均を取り測定誤差を出しておく必要がある。

　　　　　あるパラメーターを決めて定義する方法もある。
　　　　　２階微分を使う。（グラフの曲率から決める方法）変曲点を見つける方法もある。
◎　反射関数　

　　　　　地表の反射関数を探して補正して展開図を合成すると、展開図の濃淡がきれいに修正できる。
◎　ｆｉｔｓ　Ｆｏｒｍａｔ

　　　　　物理量が正しく出ることが最大の利点。生データならほかの形式でも可能。

　　　　　信頼度が高い。

　　　　　既存のソフトウェアの対応

ＩＲＡＦとＩＤＬの2大巨頭

　　　　　ヘッダの情報の残っていることがありがたい。利便性が先行している。

◎　マカリの使い道　

　　　　　ステライメージとくらべてどうなのか。機能性はステライメージだろう。
· ＊＊＊＊みなさんにお知らせ（中串さんの講演）

　　　　中串さんの講演と使われたプレゼンの入ったDVDを作成しました。送料込みで1枚500円で会員のみ販売します。ほしい方は、安達までご連絡ください。

講演の質疑応答から
ＴＲ法について
　　・　画像から測定する場合、フラットはやはりとってほしい。

　　　フラット処理をしない場合は、どのくらいの感度ムラがあるのかを測定し、フラット処理をしない理由をはっきりさせたほうがいい。

　　・　標準星をとるほうがいい。

　　・　シーイングサイズを測る・・・・実際の分解能を測る。これを基にした復元が大切。
　　・　測光のキャリブレーション・・・物理量の絶対値を測定できる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モノクロの単色光で撮像する。

　　　　火星のディスクの中に標準点（模様の濃さ）を作る人もいる。木星ではイオを使う人もいる。

ブルークリアリングや衝効果について　（伊賀）
　　　　位相角依存性　と　反射能

　　　　地表面のアルベドの差が衝効果で大きくなって見えてくる。青だけにおこるものではなく、赤でも起こっている。青は模様のないところに出てくるので目立っている。シルチスは模様と地形の高低差がかなり一致しているので、はっきりしてくるようだ。
４　木星の近況
◎　mid SEB outbreakについて
　　12月18日永長さん（世界で一番早かった）が見つけたものから始まった。

　　12月9日に見られたＳＥＢの活動はアウトブレークだったと、考えている（伊賀）。

　　12月10日にも見られるような気もする。

　　3月に入ると広い範囲に広がり、下旬にはさらに広がった。

　　4月18日には140度くらいまで、先端がきている。
　　Ｇｏさんらの高解像度の画像から、ＳＥＢの中央付近に小さく明るい白斑が見られる。

　　これらの白斑は経度方向にいくつも並んでいる。
　　過去に発表した伊賀説では、白斑が次々に流れると考えたが、今回の観測から、白斑は発生源が前方に広がっていくようだ。

　　ＳＥＢの中間よりやや南寄りの部分で発生しているようだ。

　　この小さな白斑が北に流れ込み、一見大きな白斑になっていくように見える。（動画で確認）
◎　ＢＡ

　　赤くなっている。1月8日に見えた。2月の終わりにＧｏさんが言い出した。

　　中央に赤いリング構造になっている。中心部は白くなっている。

　　高空に吹き上げているから赤くなったんじゃないかと、アメリカでは言っている。

◎　ＳＳＴＢ小白斑
　　７個ある。ドリフトチャートで確認。

◎　ＳＴＢｎの暗斑

　　高速で前進している。ＧＲＳの後方にも前方に少しはなれたところまで見られる。

◎　D.streak（ＧＲＳの前）

　　前方に伸びている。ＧＲＳを回り込んでユーターンしてきたもの。
◎　ＮＥＢ　

　　やや狭くなりつつある。ｈｏｍｅ　Ｚ（ＮＥＢｎの長命な白斑）が目立っている。

◎　ＮＴＢ　

　　　部分的に見えるときもある。

　　　明るい白斑がでて、バンドができ、復活する可能性もある。

　

　なぞの議論　

大赤斑は高気圧？低気圧？
地球の場合低気圧は地表では吹き込んで上空まで送られる。ただしそんなに高さは高くならない。高気圧は気圧が高く背が高い。地表では外の向かって噴出している。上空では？？じゃあ、大赤斑は？？
みんなで話しましたが、？？？でした。みなさんどう思います！（ｂｙ：安達）

◎　ＳＥＢ淡化の気配は

　　まだ見られない。

5　木星会議　

　会場は決定された。高松市生涯学習センター（会場が替わった）

　9月9日（土）10日（日）バーゲンチケットのあるときに重なった。

　主催は四国天文協会と月惑星研究会

　参加費　3000円　　懇親会　4000円　
　主催に県が入ると、渡部先生に交渉することになる。

　連絡先は瀧本さんまで　　m3.takimoto@nifty.com  

　　　　　　　　　　　　　（アドレスは半角で入力のこと）

6 その他

· 次回の例会

　　　7月9日（日）京都市山科区の生涯学習センター「アスニー」です。

　　　ＪＲ琵琶湖線「山科駅」下車（京都駅の東側で次の駅）徒歩5分

　　　初参加の方はご連絡ください。

· 今年の木星会議は、関西から近いです。

　　　ＪＲ大阪駅や京都駅から高速バスが出ています。みなさん。たくさん参加してくださいね。

· 来年の木星会議

　　　いろんな都合で、ダイニック・アストロパーク天究館で開催させてください。木星会議のときに詳しく経緯を説明します。
